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『
陰
符
抄
』
考
-
『
太
平
記
秘
伝
理
尽
鈔
』
の
口
伝
聞
書
-

は
じ
め
に

『
陰
符
抄
』
は
『
理
尽
鈔
』
の
口
伝
聞
書
集
で
あ
る
。
藤
田
精
一

『
楠
氏
研
究
』
(
一
九
四
二

年
増
訂
七
版
に
よ
る
)
五
一
九
頁
に
、
「
本
多
男
爵
家
蔵

陽
翁
の
遺
書
に
『
陰
符
抄
』
二
十
巻
」

と
し
て
内
容
の
一
部
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
土
橋
真
吉
『
楠
公
精
神
の
研
究
』
(
大
日
本
皇
道
奉
賛

会

一
九
四
三
年
)
に
も
、
「
(
陽
翁
に
は
)
『
太
平
記
評
判
』
の
外
に
、
『
陰
符
鈔
』
二
十
巻
、
『
翁

三
問
答
』

一
巻
の
著
書
が
あ
る
。
」
(
四
七
四
頁
)
、
「
純
粋
に
楠
公
記
事
の
み
を
蒐
集
記
録
し
た
、

所
謂
楠
流
兵
書
と
し
て
、
江
戸
時
代
に
続
出
し
た
群
書
の
唱
矢
は
、
実
に
こ
の
『
陰
符
抄
』
と

評
し
て
よ
い
。
」
(
四
八
六
頁
)
と
言
及
さ
れ
て
い
る
。

本
多
男
爵
家
蔵
の
『
陰
符
抄
』
の
所
在
は
現
在
不
明
で
あ
る
が
、
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
蔵

「
楠
家
兵
書
六
種

写
本
二
六
冊
」
(
1
4
門
2
0
類
8
号
)
の
内
に
も
本
書
が
存
在
す
る
。
金
沢
大
本

は
後
述
の
よ
う
に
、
十
全
な
形
と
は
い
え
な
い
面
が
あ
る
が
、
『
理
尽
鈔
』
伝
授
の
実
態
お
よ
び

口
伝
聞
書
の
内
容
を
知
る
上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
た
だ
し
、
陽
翁
の
著
作
と
い
え
る
の
か

ど
う
か
を
含
め
、
検
討
す
べ
き
課
題
は
多
い
。

六
種
は
第
四
高
等
学
校
旧
蔵
書
で
あ
り
、
そ
の
蔵
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
楷
紙
袋
綴
で
、
い

ず
れ
の
表
紙
に
も
「
楠
家
兵
書
ノ
内
」
(
朱
書
)
・
「
六
種
之
内
」
(
墨
書
)
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、

表
紙
の
様
態
、
「
翁
」
印
・
奥
書
の
有
無
に
よ
り
、
次
の
四
群
に
分
か
た
れ
る
。

田
『
孫
子
陣
宝
鈔
』
四
冊

内
題
「
孫
子
陣
宝
鈔
聞
書
」
。
茶
表
紙
2
5
.
4
x
i
8
.
7
r
°
元
禄
七
年
奥
書
。
楕
円
形
「
翁
」
印

~
心
X
2
.
3
°
明
暦
二
年
写
、
尊
経
閣
文
庫
雲
州
本
に
捺
さ
れ
て
い
る
印
と
同
じ
も
の
)
。

②
『
陰
符
抄
』
十
八
冊
、
『
極
秘
伝
鈔
聞
書
』

一
冊
、
『
恩
地
聞
書
』

一
冊

白
表
紙
で
左
上
隅
が
料
紙
諸
共
斜
め
に
裁
た
れ
て
い
る
。
『
陰
』
2
3
.
2
X
1
7
.
6
'
『
極
』
2
3
.
5
×

1
7
.
3
'
『
恩
』
2
3
.
4
X
1
7
.
6
°
丸
形
「
翁
」
印
(
2
.
8
X
2
.
6
)
°
文
政
か
ら
天
保
年
間
に
か
け
て

の
書
写
・
伝
授
奥
書
有
り
。

倒
『
翁
問
三
答
』

一
冊
(
理
尽
鈔
伝
授
に
関
す
る
、
法
印
陽
翁
と
名
和
正
三
と
の
問
答
書
)

藍
色
表
紙
岱
＆
×
1
7
.
5
°
丸
形
「
翁
」
印
有
り
。
奥
書
無
し
。

今
井
正
之
助
(
国
語
教
育
講
座
)

㈲
『
楠
判
官
兵
庫
記
』

一
冊
(
通
常
の
『
兵
庫
記
』
に
て
、
秘
伝
書
の
類
に
は
非
ず
。
別
稿
「
『
楠
判

官
兵
庫
記
』
と
『
無
極
鈔
』
」

一
九
九
八
・
三
。
科
研
費
報
告
書
)

標
色
表
紙
旨
】
×
1
7
.
6
°
印
・
奥
書
無
し
。

一
、
金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』
の
構
成

『
陰
符
抄
』
の
外
題
(
金
地
田
繋
ぎ
題
簑
に
墨
書
)
は
以
下
の
と
お
り
。

「
陰
符
抄
初
篇
自
一
/
至
三
」
「
陰
符
抄
初
篇
自
四
/
至
六
」
「
陰
符
抄
初
篇
七
之
八
」
「
陰
符

抄
初
篇
九
之
十
止
」

「
陰
符
鈔
再
三
扁
一
之
二
」
「
陰
符
鈔
再
三
扁
三
之
四
」
「
陰
符
鈔
再
三
扁
五
之
六
」
「
陰
符

鈔
再
三
扁
七
之
八
」
「
陰
符
鈔
再
三
扁
九
之
十
」

「
陰
符
抄
再
三
編
十
一
之
十
二
」
「
陰
符
抄
再
三
編
十
三
之
十
四
/
再
篇
ト
モ
(
ト
モ
は
一
字
の

異
体
仮
名
)
」
「
陰
符
抄
再
三
編
十
五
之
十
六
/
十
五
再
篇
ト
モ
」
「
陰
符
抄
再
三
編
自
十
七
/
至

二
十
」
「
陰
符
抄
再
三
編
廿
一
/
至
廿
五
≒
陰
符
抄
秘
伝
廿
六
/
再
三
編
≒
陰
符
抄
自
廿
七
/

至
三
十
/
再
三
編
」
「
陰
符
抄
再
三
編
自
柑
一
/
至
Ⅲ
五
」
「
陰
符
抄
自
柑
六
/
至
四
十
止
/
再

三
篇
」

内
題
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
理
尽
抄
第
一
間
書
」
「
理
尽
抄
ニ
ノ
巻
聞
書
」
「
理
尽
抄
三
(
~
十
)
之
巻
聞
書
」

「
理
尽
抄
一

(
~
十
)
之
巻
口
伝
聞
書
再
三
」

「
理
尽
抄
十
一

~
四
十
」
之
巻
口
伝
聞
書
」

な
お
、
上
記
『
極
秘
伝
鈔
聞
書
』
の
外
題
は
「
極
秘
伝
鈔
聞
書

全
」
、
内
題
は
「
二
十
五
之

巻
ノ
内
秘
伝
ノ
抄
也
/
聞
書
」
。
『
陰
符
抄
』
再
三
篇
廿
五
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
川
尻
ヲ
指
塞
テ
京
都
ヲ
脳
サ
ン
ー
川
尻
ヲ
塞
グ
謀
最
善
ト
也
。
兵
根
攻
ノ
謀
也
。

○
此
次
二
円
成
が
光
物
ノ
抄
也
。
聞
書
別
記
二
有
之
。

一
宝
剱
執
奏
ノ
コ
ト
ー
宝
剱
ノ
名
、
十
握
ノ
剱
、
天
ノ
叢
雲
ノ
剱
、
草
薙
ノ
剱
、
皆
表
事

有
。

「
川
尻
…
」
は
『
理
尽
鈔
』
版
本
巻
廿
五
3
9
オ
の
詞
章
、
「
宝
剱
…
」
は
同
6
0
ウ
の
詞
章
で
あ
り
、

一
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今 井 正之助

『
太
平
記
』
の
章
段
名
で
い
え
ば
「
自
伊
勢
進
宝
剱
事
付
黄
梁
夢
事
」
の
部
分
が
こ
の
間
に
位

置
す
る
。
そ
の
部
分
の
書
き
出
し
が
「
円
成
が
光
物
如
い
書
」
で
あ
る
。
『
極
秘
伝
鈔
聞
書
』
は

「
円
成
が
光
物
如
抄
」
と
始
め
、
「
神
道
ノ
奥
義
凡
愚
知
所
二
非
ズ
。
猶
可
有
口
伝
」
(
『
理
尽
鈔
』

版
本
4
0
ウ
)
か
ら
「
慈
眼
視
衆
生
ト
」
(
同
6
0
ウ
)
に
及
ぶ
項
目
を
立
て
る
。
し
た
が
っ
て
、
『
極

秘
伝
鈔
聞
書
』
は
『
陰
符
抄
』
に
い
う
「
聞
書
別
記
」
に
相
当
す
る
。
同
様
に
六
種
の
内
の
『
恩

地
聞
書
』
も
、
『
理
尽
鈔
』
付
載
の
『
恩
地
左
近
太
郎
聞
書
』
の
口
伝
聞
書
で
あ
り
、
上
記
②
の

三
書
は
『
理
尽
鈔
』
の
聞
書
口
伝
と
し
て
一
体
の
も
の
で
あ
る
。
後
掲
の
年
譜
を
見
て
も
分
か

る
よ
う
に
、
『
陰
符
抄
』
巻
十
一
か
ら
廿
五
と
『
極
秘
伝
鈔
聞
書
』
と
は
、
同
じ
天
保
二
年
五
月

に
伝
授
が
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
て
、
『
陰
符
抄
』
の
外
題
・
内
題
に
「
初
篇
」
「
再
篇
」
「
再
三
篇
(
編
)
」
と
あ
り
、
注
意

さ
れ
る
。

「
太
平
記
理
尽
抄
由
来
書
」
(
宝
永
四
年
九
月

有
沢
永
貞
筆
。
尊
経
閣
文
庫
蔵
。
長
谷
川
端
「
永

菁
文
庫
蔵
『
太
手
記
抄
抜
書
』
解
題
」
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
2
1
の
2
‐
1

一
九
八
七
・
三
翻
刻
)
に
、

三
段
ノ
伝
受
［
割
注
一
太
平
記
一
ヨ
リ
十
巻
迄
三
編
購
読
シ
、
十
一
ヨ
リ
廿
五
迄
二
編
、
廿
六
ヨ

リ
四
十
マ
デ
ー
編
]

と
い
う
言
葉
が
あ
り
、
横
井
養
元
「
覚
」
(
日
本
庶
民
文
化
史
料
集
成
八
『
寄
席
・
見
世
物
』
収
載
)

に

一
評
判
之
内
、
初
中
終
二
増
減
シ
テ
講
談
ノ
法
有
い
之
。
猶
又
三
十
五
之
巻
之
内
、
加
担
多

御
座
候
。
是
又
伝
授
之
一
端
ニ
テ
候
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
加
美
宏
『
太
平
記
享
受
史
論
考
』
(
論
文
初
出
一
九
八
二
・
七
)
は
こ
れ

ら
が
『
理
尽
鈔
』
の
巻
十
及
び
廿
五
巻
未
記
事
と
一
致
す
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
て
い
る
。

〈
巻
十
〉
此
書
″
事
後
代
二
有
ご
人
、
欲
二
是
″
伝
授
七
ッ
ノ
、
自
二
初
巻
・
至
ブ
一
当
巻
ブ
三
度

講
読
ノ
後
、
次
ノ
巻
ヲ
可
よ
伝
授
ソ
。
(
中
略
)
末
代
ノ
授
学
者
、
此
旨
承
知
セ
ヨ
ト
云
云
。

口
伝
重
重
有
之
。

〈
巻
廿
五
〉
此
巻
マ
デ
ニ
返
講
読
ヲ
不
い
間
者
ニ
ハ
、
次
巻
ヲ
不
い
可
い
伝
。
十
之
巻
以
前
ノ

三
度
ノ
法
ノ
如
シ
。
講
読
セ
ン
者
、
此
旨
ヲ
承
知
セ
ヨ
ト
云
々
。

『
陰
符
抄
』
の
「
初
篇
」
「
再
篇
」
「
再
三
篇
」
も
、
「
三
段
ノ
伝
授
」
に
か
か
お
る
も
の
で
あ

り
、
こ
れ
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

1
・
巻
十
三
・
十
四
・
す
五
の
現
状

『
陰
符
抄
』
第
十
一
冊
(
巻
十
三
・
十
四
)
の
見
返
し
に
、
紺
書
き
で
次
の
書
き
込
み
が
あ

○
再
編
之
標
目
也
。
初
・
再
有
異
文
。

ノ
点
ヲ
加
ル
ハ

一

一

再
篇
ノ
本
書
ニ
ナ
キ
標
目
也
。
又
以
い
紺
書
入
ル
モ
ノ

ハ
初
篇
ノ
本
書
ニ
ナ
ク
、
再
篇
二
有
標
目
也
。

但
十
三
・
十
四
・
十
五
之
再
篇
ハ
、
初
篇
ノ
聞
書
二
出
ル
所

ト
大
略
同
故
ニ
、
今
略
シ
テ
別
本
ト
セ
ズ
。

先
生
家
ノ
蔵
本
ハ
最
為
二
二
部
一
。
是
紺
ヲ
以
、
標
目
ト

ス
ル
ハ
右
三
本
ヲ
限
ト
ス
。
余
本
以
い
紺
モ
ノ
有
ド
モ

再
篇
ノ
目
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。

こ
の
書
き
込
み
は
「
陰
符
抄
再
三
編
十
三
之
十
四
/
再
篇
ト
モ
」
「
陰
符
抄
再
三
編
十
五
之
十

六
/
十
五
再
篇
ト
モ
」
と
い
う
外
題
と
対
応
す
る
。
た
だ
し
、
微
妙
な
、
し
か
し
重
要
な
相
違

が
あ
る
。
外
題
は
再
篇
・
再
三
篇
と
呼
ん
で
い
る
が
、
書
込
は
初
篇
・
再
篇
と
い
う
言
い
方
を

し
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
同
じ
再
三
篇
(
編
)
と
い
う
外
題
を
も
つ
巻
一
か
ら
十
ま
で
と
巻
十

一
以
降
と
で
は
、
内
題
が
異
な
る
こ
と
に
も
関
わ
る
。
巻
十
ま
で
は
「
理
尽
抄
十
之
巻
口
伝
聞

書
再
三
」
、
巻
十
一
以
降
は
「
理
尽
抄
十
一
之
巻
口
伝
聞
書
」
と
あ
る
。
「
三
段
ノ
伝
授
」
に
よ

り
、
巻
十
ま
で
は
初
篇
、
再
篇
、
再
三
篇
が
た
し
か
に
存
在
す
る
が
、
巻
十
一
か
ら
廿
五
ま
で

は
「
二
返
講
読
」
で
あ
り
、
形
式
的
に
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

巻
一
か
ら
十

・
:
初
篇
、
再
篇
、
再
三
篇

巻
十
一
か
ら
廿
五
…
初
篇
、
再
篇

巻
廿
六
か
ら
四
十
…
初
篇

書
込
が
巻
十
三
・
十
四
・
十
五
に
つ
き
初
篇
・
再
篇
と
呼
ぶ
の
も
、
こ
れ
に
従
っ
た
呼
称
で

あ
ろ
う
。
一
方
、
外
題
が
全
体
を
、
初
篇
巻
一
か
ら
十
と
、
再
三
篇
巻
一
か
ら
四
十
ま
で
と
に

分
か
つ
背
景
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
発
想
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

巻
一
か
ら
十

…
初
篇
、

再
三
篇

巻
十
一
か
ら
廿
五
…

=
心
立
皿
一
大
J
m
」
(
初
篇
修
了
。
再
篇
、
再
三
篇
の
レ
ベ
ル
)

巻
廿
六
か
ら
四
十
…

再
三
篇

(
再
篇
ま
で
は
修
了
。
再
三
篇
の
レ
ベ
ル
)

も
う
一
点
、
外
題
は
巻
十
三
・
十
四
・
十
五
の
三
巻
の
み
再
三
篇
に
再
篇
を
付
記
し
て
い
る

(
再
篇
ト
モ
)
、
と
い
う
が
、
見
返
し
書
込
の
指
し
示
す
と
こ
ろ
は
ど
う
か
。
次
は
『
理
尽
鈔
』

版
本
巻
十
五
4
9
ウ
に
対
応
す
る
『
陰
符
抄
』
の
記
事
で
あ
る
。

○
一
少
シ
南
二
回
レ
バ
岸
ナ
シ
ー
コ
ヽ
ヨ
リ
廻
レ
バ
利
ノ
ア
ル
故
二
正
成
ヲ
ク
レ
バ
セ
ニ
来

テ
戦
也
。
前
ニ
モ
爰
デ
待
テ
ト
云
六
ツ
勝
ハ
是
也
。
此
勝
ヲ
義
貞
不
用
シ
テ
無
利
二
筋

所
ヲ
破
ン
ト
シ
タ
ル
也
。
正
成
ハ
我
国
故
ニ
ョ
ク
知
テ
居
ル
也
。

少
シ
南
二
回
レ
バ
岸
ナ
シ
ー
十
干
ン
テ
六
ツ
ノ
勝
ミ
方
ニ
ア
ル
ト
云
ハ
是
也
。

此
故
二
正
成
、
道
ニ
テ
死
骸
・
手
負
人
ヲ
戸
板
ヤ
ム
シ
ロ
ニ
ノ
セ
テ
京
ノ
方
ヘ

カ
イ
テ
行
ヲ
見
テ
、
此
ロ
ヨ
リ
ハ
戦
ニ
ク
シ
ト
分
別
シ
テ
南
ノ
浜
ヨ
リ
回
テ
破
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リ
シ
也
。
楠
領
分
ノ
国
ナ
レ
バ
案
内
ヲ
ヨ
ク
シ
レ
リ
。
(
傍
線
原
文
)

○
印
お
よ
び
字
下
げ
部
分
の
傍
線
が
紺
筆
で
記
さ
れ
て
お
り
、
○
印
以
下
は
「
再
篇
」
の
標

目
、
字
下
げ
部
分
は
「
再
篇
ノ
本
書
ニ
ナ
キ
標
目
」
す
な
わ
ち
、
初
篇
の
標
目
と
解
さ
れ
る
。

同
様
の
箇
所
は
他
に
も
あ
り
、
再
篇
(
外
題
〈
再
三
篇
〉
)
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
初
篇
(
外
題

〈
再
篇
〉
)
の
詞
章
を
も
補
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
次
の
よ
う
な
箇
所
(
『
理
尽
鈔
』

5
1
オ
)
も
あ
る
。

一
楠
判
官
殿
ハ
凡
人
二
非
ズ
ー
此
故
二
顕
家
・
義
貞
ハ
終
日
二
敵
ノ
負
ベ
キ
コ
ト
ヲ
不
知

也
。
正
成
ハ
今
来
テ
、
敵
ノ
本
陣
ヲ
破
シ
也
。
直
義
が
陣
サ
ヘ
破
レ
シ
カ
バ
、
ヨ
ノ
陣
々

皆
心
二
勝
ヲ
知
故
也
。

○
楠
判
官
殿
ハ
凡
人
二
非
ズ
ー
後
漢
ノ
光
武
ノ
将
来
欲
ト
云
者
略
陽
ト
云
所
ヲ
責

ル
ニ
、
山
ヲ
キ
リ
道
ヲ
開
テ
、
同
中
ト
云
所
ヨ
リ
直
道
ヲ
付
テ
略
陽
ヲ
破
リ
シ
。

敵
将
睨
暮
ト
云
ル
良
将
、
是
ヲ
聞
テ
大
二
驚
テ
来
款
ヲ
「
神
也
」
卜
云
シ
ニ
同

ジ
。
来
欲
が
術
ハ
大
勢
二
節
所
ナ
シ
ノ
謀
也
。
光
武
、
略
陽
ヲ
破
タ
ル
由
ヲ
聞

テ
大
二
喜
ブ
。
略
陽
ハ
睨
暮
方
心
腹
ノ
所
也
。
其
心
腹
破
レ
テ
支
体
全
キ
者
ハ

す
ン
ト
云
リ
。
如
此
可
討
所
ヲ
知
テ
討
ヲ
良
将
ト
云
リ
。

○
印
は
紺
色
で
描
か
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
初
篇
〈
再
篇
〉
の
項
目
を
先
に
記
し
た
後
、
再

篇
〈
再
三
篇
〉
の
項
目
を
字
下
げ
の
形
で
記
し
て
い
る
。
後
者
の
事
例
は
少
な
い
が
、
書
写
の

実
態
は
、
再
篇
〈
再
三
篇
〉
に
初
篇
〈
再
篇
〉
の
記
事
を
補
記
し
た
、
と
単
純
化
は
で
き
な
い

こ
と
を
物
語
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
事
例
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。

-

○
一
七
重
迄
謀
ヲ
申
セ
シ
ー
o
七
ノ
謀
ハ
孫
子
が
七
計
、
大
夫
種
が
七
術
、
其
名
ヲ
取
テ
以

Iテ
是
日
本
相
応
ノ
術
二
用
ル
也
。
○
楠
が
工
夫
。
新
智
也
。
是
ヲ
以
テ
和
朝
ノ
軍
法
、
異

朝
二
超
過
シ
タ
ル
也
。
七
謀
ヲ
不
ご
習
不
い
知
ラ
秘
ナ
リ
。
〔
傍
線
は
原
文
の
ま
ま
。
紺

筆
。
見
出
し
頭
の
○
印
も
紺
筆
。
最
初
の
○
印
右
傍
に
「
○
伝
、
初
ノ
ロ
伝
ノ
通
」
と

紺
書
。
後
の
○
印
右
傍
に
「
○
是
」
と
紺
書
。
『
理
尽
鈔
』
巻
十
三
6
6
ウ
〕

「
○
伝
、
初
ノ
ロ
伝
ノ
通
」
は
紺
書
で
あ
る
か
ら
、
「
初
篇
ノ
本
書
ニ
ナ
ク
、
再
篇
二
有
標
目
」

と
な
る
が
、
「
初
ノ
ロ
伝
ノ
通
」
と
「
ナ
ク
」
と
の
関
係
が
理
解
困
難
。
し
か
も
、
○
印
が
「
再

篇
之
標
目
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
紺
書
き
章
句
は
、
他
の
部
分
と
同
様
最
初
か
ら
記
さ
れ
て
い
て

よ
い
。
逆
に
初
篇
の
標
目
を
基
礎
と
し
て
、
再
篇
と
の
異
同
を
紺
筆
で
書
き
込
ん
だ
、
と
み
な

せ
ば
、
傍
線
部
は
再
篇
に
は
無
い
詞
章
、
紺
加
筆
は
初
篇
に
無
く
再
篇
に
有
る
章
句
と
理
解
で

き
る
が
、
こ
の
場
合
は
冒
頭
の
○
印
が
再
篇
の
標
目
で
あ
る
と
い
う
説
明
と
酸
駈
を
き
た
す
。

先
に
挙
げ
た
よ
う
な
、
○
印
を
付
し
た
項
目
と
傍
線
が
施
さ
れ
た
項
目
と
が
別
々
に
存
在
す
れ

ば
問
題
は
無
い
が
、
こ
こ
に
見
た
よ
う
な
、
○
を
冠
に
頂
く
一
項
目
の
中
に
、
紺
傍
線
と
紺
加

筆
と
が
併
存
す
る
箇
所
は
少
な
く
な
い
。

ま
た
、
『
理
尽
鈔
』
版
本
巻
十
三
2
6
オ
に
対
応
す
る
項
目
、
「
一
正
成
周
章
気
色
モ
ナ
ク
ー
・
:
」

と
「
正
成
サ
ハ
ギ
タ
ル
気
色
モ
ナ
ク
ー
…
」
(
三
字
下
げ
部
分
)
と
の
よ
う
に
、
○
印
も
、
紺
筆

記
事
・
傍
線
も
な
く
、
い
ず
れ
が
初
篇
か
再
篇
か
不
明
な
場
合
も
あ
る
。

「
十
三
・
十
四
・
十
五
之
再
篇
ハ
、
初
篇
ノ
聞
書
二
出
ル
所
ト
大
略
同
故
ニ
、
今
略
シ
テ
別

本
ト
セ
ズ
。
」
と
い
う
表
記
か
ら
は
、
初
篇
を
基
本
に
お
き
、
再
篇
を
補
記
し
た
と
解
さ
れ
る
が
、

実
態
は
必
ず
し
も
そ
う
と
ば
か
り
は
い
え
な
い
。
こ
の
こ
と
に
関
連
し
て
、
「
理
尽
抄
十
三
之
巻

口
伝
聞
書
」
と
い
う
内
題
も
初
篇
の
も
の
か
、
再
篇
の
も
の
か
確
定
し
が
た
い
。
こ
れ
が
初
篇

の
内
題
で
あ
る
場
合
、
再
篇
は
た
と
え
ば
「
理
尽
抄
十
三
之
巻
口
伝
聞
書
再
篇
」
な
ど
と
あ
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
金
沢
大
本
の
親
本
で
あ
る
大
橋
家
本
も
し
く
は
本
多
家
本
(
大
橋
家
の
主
君
で

あ
る
本
多
家
に
も
別
の
伝
本
が
蔵
さ
れ
て
い
た
も
の
と
判
断
す
る
)
の
登
場
が
待
た
れ
る
。

な
お
、
〈
再
三
篇
〉
巻
十
五
の
「
又
近
比
秀
吉
ハ
関
白
秀
次
*
ノ
召
遣
レ
シ
女
中
三
十
人
ヲ
切

タ
ル
ハ
不
便
ナ
ル
コ
ト
也
。
」
と
い
う
一
節
、
*
印
箇
所
右
行
間
に
フ
ュ
ヲ
高
野
ニ
テ
切
腹
ヲ
被

仰
付
シ
ニ
秀
次
」
と
の
未
書
が
あ
る
。
「
イ
ニ
」
と
あ
る
よ
う
に
こ
れ
は
異
本
注
記
で
あ
る
。
〈
再

三
篇
〉
巻
廿
三
(
「
天
竜
寺
興
行
ノ
コ
ト
」
の
行
間
。
十
二
行
に
及
ぶ
長
文
)
、
同
廿
五
に
も
同
様
の

書
き
込
み
が
あ
り
、
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
「
異
本
」
も
ま
た
ど
こ
か
に
伝
存
し
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
。

2
・
巻
す
三
・
十
四
・
十
五
以
外
の
巻
の
現
状

い
ま
問
題
に
し
て
い
る
巻
十
三
見
返
し
書
込
に
は
「
十
ご
∵
十
四
・
十
五
之
再
篇
ハ
、
初
篇

ノ
聞
書
二
出
ル
所
ト
大
略
同
故
ニ
、
今
略
シ
テ
別
本
ト
セ
ズ
。
先
生
家
ノ
蔵
本
ハ
最
為
二
二

部
・
。
」
と
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
巻
十
以
降
の
初
篇
・
再
篇
を
と
り
ま
と
め
た
の
は
右
三

巻
の
み
で
あ
り
、
他
の
巻
は
別
々
に
書
写
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
、
剛
巻
一
か
ら
十
、

②
巻
十
一
か
ら
廿
五
の
場
合
に
分
け
て
検
討
す
る
。
な
お
、
外
題
に
よ
る
呼
称
は
〈
初
篇
〉
〈
再

三
篇
〉
と
表
示
す
る
。

剛
巻
一
か
ら
十

『
陰
符
抄
』
巻
一
か
ら
十
の
〈
初
篇
〉
に
は
、
「
再
三
ノ
講
談
二
解
」
「
再
伝
ニ
ア
リ
」
と
い

う
類
の
未
筆
注
記
が
散
見
す
る
。

一
直
義
此
抄
十
巻
ヨ
リ
以
後
可
焼
失
―
玄
恵
不
可
断
ト
云
イ
シ
ハ
、
後
代
直
義
ノ
焼
失
ノ

禍
ヲ
可
顕
卜
云
コ
ト
ソ
。
唐
玄
宗
皇
帝
・
揚
貴
妃
ノ
コ
ト
ニ
付
、
左
大
史
ガ
コ
ト
ヲ
引
。

*
此
段
三
十
五
ノ
巻
ニ
ア
リ
。

*
右
傍
に
「
再
三
ノ
講
談
二
解
」
と
未
書
。
見
出
し
は
『
理
尽
鈔
』
版
本
5
オ
の
詞
章
。

「
此
段
三
十
五
ノ
巻
ニ
ア
リ
」
と
は
玄
宗
の
記
事
が
『
太
平
記
』
巻
柑
五
に
詳
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
さ
す
。
〈
再
三
篇
〉
巻
一
に
コ
又
焼
失
ノ
咎
ヲ
記
セ
ン
ー
唐
二
左
大
史
ト
テ

一

一

一
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帝
王
ノ
行
跡
ヲ
記
ス
官
ア
リ
。
・
:
」
と
の
注
解
が
あ
る
。

一
往
昔
ノ
良
将
ト
ハ
周
ノ
武
王
ヲ
当
テ
可
再
伝
二
了

〈
再
三
篇
〉
巻
一
に
「
一
往
昔
二
良
将
ノ
ー
周
ノ
武
王
戦
場
二
向
玉
フ
時
・
・
・
」
と
い
う
記

事
が
あ
る
。

〈
初
篇
〉
の
未
筆
注
記
に
よ
り
、
前
者
は
「
再
三
篇
」
、
後
者
は
「
再
伝
(
再
篇
)
」
と
分
か
た

れ
る
が
、
形
式
的
に
は
両
者
を
判
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
『
理
尽
鈔
』
巻
一
1
5
オ
の
詞
章
に

対
す
る
〈
再
三
篇
〉
の
注
解
に
次
の
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
。

一
親
ハ
必
ズ
子
ノ
善
悪
ヲ
不
知
-
此
心
ハ
子
ヲ
愛
シ
テ
不
便
ノ
心
甚
キ
故
ニ
、
他
人
ノ
見

ル
様
ニ
ハ
不
見
付
、
迷
フ
也
。
頼
朝
外
ニ
ハ
愚
ナ
ル
コ
ト
ハ
ナ
ケ
レ
ド
モ
子
ニ
ハ
愚
す

ル
乎
。

今
右
同
断

論
語
二
子
ヲ
見
ル
コ
ト
不
如
父
卜
云
ハ
聖
人
已
上
ノ
コ
ト
ナ
リ
。
既
二
尭
ノ

子
丹
朱
モ
不
肖
タ
ル
故
二
舜
二
譲
ル
。
…
〔
0

の
○
は
未
筆
〕

い
ず
れ
か
が
再
篇
、
他
方
が
再
三
篇
の
項
目
と
思
わ
れ
る
が
、
未
筆
○
に
つ
い
て
の
説
明
は

見
あ
た
ら
な
い
。

次
は
『
理
尽
鈔
』
巻
八
3
6
オ
の
詞
章
に
応
じ
る
〈
初
篇
〉
の
記
事
。

一
一
里
ヲ
ヘ
ダ
テ
ヽ
1
所
ニ
ョ
ル
也
。
漢
ノ
高
祖
、
秦
ヲ
討
玉
ヒ
シ
時
、
咸
陽
宮
二
陣
ヲ

取
玉
フ
ベ
キ
ト
也
。
韓
信
が
日
、
「
始
皇
カ
ヤ
ウ
ノ
所
二
住
玉
ヒ
シ
故
、
如
北
成
王
フ
」

ト
云
テ
覇
上
ト
云
所
二
陣
ヲ
取
シ
ト
也
。
此
法
ヲ
引
也
。
再
篇
ニ
そ

〈
再
三
篇
〉
に
こ
れ
に
関
連
す
る
記
事
が
あ
る
。

一
法
ヲ
堅
ク
定
テ
ー
初
遍
ノ
通

一
一
里
ヲ
ヘ
ダ
テ
陣
セ
ヨ
ト
也

初
遍
ノ
通

法
ヲ
堅
ク
定
テ

瀬
川
ヲ
立
時
二
・
:

富
タ
ル
里
ニ
ハ
ー
里
引
退
キ
テ
戦
ハ
セ
ト
也
。
此
一
里
ト
遠
近
ノ
心
、
口
伝
一

里
が
図
ゾ
。
コ
ノ
ー
里
卜
云
心
ハ
、
漢
ノ
高
祖
、
秦
ヲ
討
、
咸
陽
宮
二
至
り
玉

ヘ
ド
モ
、
張
良
イ
サ
メ
テ
覇
上
卜
云
所
へ
、
一
里
ヲ
隔
テ
陣
ヲ
取
り
玉
ヒ
シ
。

項
羽
ヲ
咸
陽
宮
ヘ
ツ
カ
ハ
シ
タ
リ
。
項
羽
が
心
ニ
「
ケ
様
ノ
結
構
ナ
所
へ
我
ヲ

入
レ
侈
ラ
シ
メ
ン
カ
」
ト
怒
テ
咸
陽
宮
ヲ
焼
タ
リ
。
是
張
良
が
計
ヒ
ナ
リ
。
咸

陽
宮
ヲ
項
羽
ヤ
キ
シ
ハ
尤
也
。
張
良
方
焼
タ
ラ
バ
「
心
ナ
シ
」
ト
可
言
ニ
ョ
ツ

テ
、
カ
ク
計
ヒ
シ
。
張
良
が
術
皆
如
此
也
。
可
了
知
す
り
。

〈
初
篇
〉
の
「
再
篇
二
述
」
と
の
未
書
込
に
対
応
す
る
の
は
字
下
げ
の
部
分
の
記
述
で
あ
ろ

う
。
コ
一
里
ヲ
ヘ
ダ
テ
陣
セ
ヨ
ト
也

初
遍
ノ
通
」
は
、
し
た
が
っ
て
再
三
篇
の
項
目
と
な
る
。

た
だ
し
、
他
の
箇
所
に
つ
い
て
も
こ
の
基
準
を
適
用
で
き
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。

『
理
尽
鈔
』
巻
四
1
7
オ
に
対
応
す
る
〈
初
篇
〉
の
記
事
に
次
の
事
例
が
あ
る
。
友
記
の
字
下

四

げ
部
分
全
体
が
未
書
さ
れ
て
い
る
。

一
十
死
一
生
、
夜
討
、
朝
ガ
ケ
皆
不
意
ヲ
討
謀
也
。
三
品
二
書
シ
八
十
死
ハ
大
事
也
。
大

夢
尊
君
(
注
一
本
多
政
重
)

ハ
実
生
十
志
ト
常
二
八
十
生
一
死
ト
仰
ラ
レ
シ
。
諸
兵
ノ

心
ヲ
一
ツ
ニ
ス
レ
バ
勝
ナ
リ
。

十
死
一
生
ハ
服
中
入
テ
破
テ
出
ル
如
ク
ナ
ル
者
ソ
。
十
死
ハ
無
利
ゾ
。
一
生
ハ

図
ニ
ア
リ
。
無
利
ト
ハ
謀
ヲ
仕
尽
シ
タ
ル
上
ハ
ナ
ユ
モ
ナ
キ
ゾ
。
其
上
ハ
無
利

ニ
ス
ル
ゾ
。
無
利
ト
ハ
云
ヘ
ド
モ
ー
生
ハ
図
ノ
内
ニ
ア
ル
ゾ
。
重
々
ロ
伝
在
。

此
未
書
二
扁
目
ノ
ロ
伝
ゾ
。

〈
再
三
篇
〉
巻
四
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

一
十
死
一
生
力
不
然
ハ
夜
打
朝
ガ
ケ
ナ
ル
ベ
シ
ー
十
死
一
生
ハ
敵
ノ
不
意
ヲ
撃
コ
ト
ト
皆

人
思
ヘ
リ
。
然
レ
バ
夜
ウ
チ
朝
ガ
ケ
ト
云
ベ
カ
ラ
ズ
。
十
死
一
生
ノ
合
戦
ハ
敵
ノ
腹
中

へ
入
テ
内
カ
ラ
腹
ヲ
破
テ
外
へ
出
ル
ヤ
ウ
ナ
ル
謀
也
。
先
ヅ
大
概
ハ
敵
将
ト
打
果
ス
心

得
也
。
依
之
味
方
ノ
兵
ノ
心
ノ
ニ
ゲ
道
ヲ
切
留
テ
、
或
ハ
敵
ノ
隠
ル
ベ
キ
所
ナ
キ
ト
思

フ
所
二
隠
レ
、
或
ハ
不
反
ノ
反
ノ
謀
ヲ
以
テ
、
不
勝
死
ナ
ン
、
勝
タ
ラ
バ
生
ン
。
是
十

死
一
生
ノ
心
得
也
。
十
死
ハ
勢
ヒ
ヲ
ツ
ヨ
メ
ン
為
也
。
一
生
ハ
将
ノ
謀
ニ
ア
リ
。
謀
少

モ
違
へ
八
十
死
也
。
大
事
ノ
合
戦
也
。

f
又
再
三
極
伝

右
伝
ノ
通
十
死
一
生
ハ
腹
中
二
入
テ
内
ヨ
リ
破
テ
出
ル
如
ク
ナ
ル
者

ソ
。
十
死
ハ
無
利
ゾ
。
一
生
ハ
図
ニ
ア
リ
。
無
利
ニ
ス
ル
ゾ
カ
シ
。
無
利
ト
云
ト
モ
一

生
ハ
図
ノ
内
ニ
ア
ル
ゾ
。
重
々
口
伝
、
可
秘
々
々
。
極
秘
伝
也
。
〔
f
の
″
は
未
筆
〕

み
る
よ
う
に
〈
初
篇
〉
の
朱
書
は
「
二
扁
目
ノ
ロ
伝
」
と
い
う
が
、
〈
再
三
篇
〉
の
中
の
「
再

三
極
伝
」
の
記
述
に
ほ
と
ん
ど
一
致
す
る
。

以
上
、
〈
再
三
篇
〉
巻
一
か
ら
十
に
は
、
再
篇
・
再
三
篇
の
両
方
が
含
ま
れ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
。
た
だ
し
、
〈
再
三
篇
〉
の
中
か
ら
再
篇
と
再
三
篇
と
を
正
確
に
区
分
け
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

卯
巻
十
一
か
ら
廿
五

〈
再
三
篇
〉
巻
廿
三
に
次
の
箇
所
が
あ
る
。

一
然
二
今
ノ
代
ハ
武
家
専
天
下
ノ
成
敗
ヲ
司
ト
レ
バ
ー
古
神
武
帝
、
武
ヲ
以
日
本
ヲ
治
玉

ヒ
テ
ョ
リ
已
来
、
君
ハ
王
道
ノ
直
ナ
ル
道
ヲ
以
、
万
民
ヲ
救
ヒ
・
:

然
二
今
ノ
代
ハ
ー
相
国
卜
国
師
卜
大
師
ト
ノ
異
也
。
物
ヲ
争
時
ハ
、
文
二
武
ハ
勝

者
也
。
和
ヲ
以
ス
ル
時
ハ
武
二
文
ハ
勝
也
。
然
二
神
武
ヨ
リ
已
来
日
本
ハ
武
ヲ
用

ル
也
。
・
:

一
南
方
二
楠
在
バ
也
ト
云
モ
有
ナ
ン
ー
南
方
二
楠
有
バ
敵
ノ
志
ヲ
奪
謀
卜
云
ベ
ケ
レ
ド

モ
、
当
時
ノ
如
敵
カ
ト
思
ヘ
バ
味
方
也
。
味
方
力
卜
思
ヘ
バ
敵
也
。
如
此
敵
味
方
ナ
キ
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故
二
数
年
楠
退
治
ス
ル
事
不
成
シ
テ
年
月
ヲ
送
り
玉
フ
ト
也
。

南
方
二
楠
-
然
ド
モ
ロ
伝
有
―
武
道
ヲ
立
、
敵
ヲ
欺
時
ハ
天
下
治
ル
。
武
道
ニ
ハ

ヅ
レ
テ
敵
ヲ
欺
時
八
一
往
利
有
ト
云
ト
モ
天
下
不
治
。
(
中
略
)
是
等
ヲ
誄
シ
、
敵

味
方
ヲ
分
タ
ラ
ン
ニ
ハ
天
下
可
治
ル
也
。

字
下
げ
部
分
も
一
つ
書
き
に
同
じ
見
出
し
で
あ
る
か
ら
、
初
篇
・
再
篇
を
併
記
し
て
い
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
箇
所
は
ご
く
少
な
く
、
巻
十
三
・
十
四
・
十
五
と
は
様
相
を
大
き

く
異
に
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
併
記
の
事
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
い
。
金
沢

大
本
に
は
本
来
、
巻
十
一
か
ら
廿
五
の
再
篇
が
別
に
存
在
し
、
そ
れ
が
何
ら
か
の
事
情
に
よ
り

失
わ
れ
た
、
と
い
う
想
定
も
可
能
で
あ
る
が
、
そ
の
想
定
は
採
ら
な
い
。
金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』

は
初
篇
・
再
篇
の
全
て
を
表
示
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
書
写
時
の
姿
を

留
め
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

二
、
金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』
伝
授
の
実
態

金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』
の
奥
書
と
関
連
事
項
を
年
譜
と
し
て
表
示
す
る
。
*
は
大
橋
貞
篤
提

出
こ
先
祖
由
緒
帳
」
「
加
越
能
文
庫
こ
先
祖
由
緒
井
一
類
附
帳
」
特
1
6
.
3
1
-
6
5
の
う
ち
)
に
拠
る
。

文
化
四
年
(
一
八
〇
七
)

*
十
二
月
、
新
丞
貞
幹
、
八
世
安
房
守
(
政
礼
)
に
出
仕
。

文
政
六
年
二
八
二
三

「
文
政
発
未
九
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
持
二
月
光
・
臨
書
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
一
冊
(
初

篇
一
之
三
)
奥
書
〕

「
文
政
発
未
十
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
於
二
寒
燈
下
一
華
臨
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
二
冊
(
初

篇
四
之
六
)
奥
書
〕

「
文
政
発
未
十
一
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
於
二
寒
燈
前
一
饗
揚
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
三
冊

(
初
篇
七
之
八
)
奥
書
〕

「
右
初
篇
従
一
至
す
/
以
二
自
本
一
令
二
伝
授
一
。
猶
/
重
々
口
訣
追
而
可
二
/
相
伝
一
者
也
。
/
文

政
六
年
十
二
月
貞
幹
[
成
美
/
館
印
]
[
子
固
/
氏
]
/
福
田
縫
右
衛
門
殿
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
四
冊

(
初
篇
九
之
十
止
)
伝
授
奥
書
〕

「
文
政
発
未
十
二
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
積
い
雪
臨
書
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
四
冊
書
写
奥

書
〕

文
政
七
年
(
一
八
二
四
)

「
文
政
甲
申
二
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
於
二
松
隠
斎
一
模
臨
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
五
冊
(
再

三
篇
一
之
二
)
奥
書
〕

「
文
政
甲
申
五
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
聚
い
螢
饗
揚
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
六
冊
(
再
三
篇

三
之
四
)
奥
書
〕

「
文
政
甲
申
六
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
渕
/
模
写
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
七
冊
(
再
三
篇
五
之
六
)

奥
書
〕

直
淵
改
直
徴

「
文
政
甲
申
六
月

福
田
縫
右
衛
門
藤
原
直
徴
/
臨
写
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
八
冊
(
再
三
篇
七
之
八
)

奥
書
〕

「
右
再
三
篇
自
一
至
十
令
二
伝
授
・
畢
。
/
猶
重
々
口
訣
追
而
可
二
相
伝
一
者
也
。
/
文
政
七
年
十

二
月

大
橋
貞
幹
[
成
美
/
館
印
]
/
福
田
縫
右
衛
門
殿
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
九
冊
(
再
三
篇
九
之
士

奥
書
)

文
政
九
年
(
一
八
二
六
)

*
五
月
、
貞
幹
不
始
未
に
よ
り
減
禄
蜃
居
。

文
政
十
二
年
二
八
二
八
)

*
貞
幹
蜃
居
を
許
さ
れ
る
。

天
保
二
年
二
八
三
一
)

「
右
自
十
一
至
廿
五
令
伝
授
畢
/
猶
重
々
口
訣
追
而
可
相
伝
者
也
/
天
保
二
年
五
月

大
橋

貞
幹
[
成
美
/
館
印
]
/
福
田
縫
右
衛
門
殿
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
十
四
冊
(
再
三
篇
二
十
一
之
二
十
五
)

奥
書
〕

「
右
雖
い
為
二
秘
事
大
事
一
令
/
伝
授
者
也
/
大
橋
新
丞
/
天
保
二
年
五
月

貞
幹
(
花
押
)
/
福

田
縫
右
衛
門
殿

参
」
〔
『
極
秘
伝
鈔
聞
書
』
奥
書
〕

う
福
田
縫
右
衛
門
直
徴
写
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
十
五
冊
(
再
三
篇
二
十
六
)
奥
書
〕

「
福
田
縫
右
衛
門
直
徴
写
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
十
六
冊
(
再
三
篇
二
十
七
上
二
十
)
奥
書
〕

天
保
三
年
二
八
三
二
)

「
右
太
乎
記
理
尽
抄
自
初
巻
/
至
未
巻
口
訣
全
令
伝
授
者
也
/
天
保
三
年
五
月

大
橋
貞
幹

[
成
美
/
館
印
]
/
福
田
縫
右
衛
門
殿
」
〔
『
陰
符
抄
』
第
十
八
冊
(
再
三
篇
巻
型
ハ
~
四
十
止
)
奥

書
〕

「
右
此
一
巻
雖
い
為
二
秘
奥
一
/
令
二
伝
授
・
者
也
/
天
保
三
年
五
月

大
橋
貞
幹
「
成
美
/
館

印
」
/
福
田
縫
右
衛
門
殿
」
〔
『
恩
地
聞
書
』
(
『
恩
地
聞
書
』
の
聞
書
)
奥
書
〕

天
保
十
年
(
一
八
三
九
)

*
十
二
月
、
新
左
衛
門
貞
明
(
貞
幹
男
)
、
九
世
播
磨
守
(
政
和
)
に
出
仕
。

天
保
十
四
年
(
一
八
四
三

*
六
月
、
不
埓
之
趣
に
よ
り
知
行
召
放
。
貞
明
も
遠
慮
。
居
屋
敷
家
財
は
貞
明
に
給
う
。

弘
化
元
年
(
一
八
四
四
)

*
七
月
、
貞
明
免
許
。
十
二
月
、
祖
父
の
名
跡
知
行
を
給
う
。

五
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嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)

*
五
月
、
貞
幹
病
死
。

文
政
六
年
九
月
か
ら
十
二
月
ま
で
、
一
月
に
一
冊
の
ペ
ー
ス
で
〈
初
篇
〉
の
伝
授
が
完
了
。

続
い
て
翌
年
二
月
か
ら
〈
再
三
篇
〉
の
書
写
が
始
ま
る
。
前
項
に
見
た
よ
う
に
〈
再
三
篇
〉
巻

一
か
ら
巻
十
に
は
、
再
篇
・
再
三
篇
の
両
方
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
伝
授

は
一
冊
二
巻
ご
と
に
再
篇
・
再
三
篇
を
繰
り
返
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
「
自
二
初
巻
一
至
ブ
当
巻
プ
三
度
講
読
ノ
後
」
(
『
理
尽
鈔
』
巻
十
巻
未
注
記
)
と
い
う
時
、

金
沢
大
本
奥
書
の
よ
う
な
進
行
を
想
定
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
初
篇
の
み
は
巻
一
か
ら
十
ま

で
を
通
し
て
い
る
が
、
再
篇
・
再
三
篇
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
に
巻
一
か
ら
十
ま
で
講
説
し
て

い
く
形
を
と
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
も
、
〈
再
三
篇
〉
に
は
再
篇
・
再
三
篇
が
併
記
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
福
田
縫
右
衛
門
の
手
元
に
は
両
方
の
書
冊
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
進
ん
で
、
文
政
七
年
一
月
か
ら
二
月
ま
で
の
間
に
、
福
田
の
書
写
に
先
立
っ
て
、
貞
幹
の

講
説
が
実
際
に
行
わ
れ
た
の
か
ど
う
か
も
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

〈
初
篇
〉
巻
四
に
次
の
項
目
が
あ
る
。

一
高
徳
一
句
ノ
詩
ヲ
奉
シ
ハ

秘
苔
秘
符
也
。
軍
ノ
秘
用
也
。

異
朝
二
漢
高
祖
、
韓
信
・
張
耳
ヲ
趙
ノ
国
へ
大
将
ト
シ
テ
ツ
カ
ハ
ス
。
ア
ル
時
高
祖
。

韓
信
が
陣
二
行
玉
フ
。
伏
テ
居
タ
リ
。
枕
元
ニ
ア
ル
符
ヲ
取
替
、
帰
玉
フ
。
両
人
起
テ

見
ル
ニ
、
符
ノ
替
り
テ
有
。
ヨ
ツ
テ
此
陣
へ
高
祖
来
り
玉
フ
コ
ト
ヲ
知
レ
リ
。
高
祖
符

ヲ
カ
ヘ
玉
フ
ハ
、
軍
二
怠
ヲ
サ
セ
マ
ジ
キ
為
也
。
敵
、
如
我
ノ
来
テ
符
ヲ
取
タ
ラ
バ
如

何
セ
ン
、
ト
云
心
ヲ
付
タ
リ
。

師
云
*
三
国
志
ヲ
見
二
此
時
韓
信
大
キ
ニ
侈
シ
コ
ト
多
キ
砺
ナ
リ
。

*
印
右
傍
に
「
漢
書
或
ハ
漢
楚
軍
談
ノ
誤
ナ
ラ
ン
」
と
い
う
朱
筆
書
き
込
み
が
あ
る
。
こ
う

し
た
内
容
の
訂
正
は
他
に
も
見
ら
れ
、
福
田
縫
右
衛
門
直
徴
の
手
に
な
る
書
き
込
み
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。
左
は
〈
再
三
篇
〉
巻
廿
五
の
項
目
で
、
見
出
し
は
『
理
尽
鈔
』
版
本
2
4
オ
の
詞
章

に
応
じ
て
い
る
。

一
君
再
九
五
ノ
位
ニ
ー
九
五
八
九
十
五
代
ト
云
コ
ト
也
。

「
九
五
八
九
十
五
代
卜
云
コ
ト
也
」
の
右
傍
に
未
破
線
が
施
さ
れ
、
そ
の
下
に
割
り
注
で
「
直

徴
日
九
五
八
/
帝
位
ヲ
云
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
後
醍
醐
帝
は
九
十
五
代
の
帝
(
太
平
記
、
神

皇
正
統
記
な
ど
)
で
あ
る
が
、
福
田
が
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
は
「
(
易
で
、
九
を
陽
の
数
と
し
、
五
を

君
位
に
配
す
る
と
こ
ろ
か
ら
)
天
子
の
位
。
ま
た
、
最
高
の
位
、
九
五
の
尊
位
」
〔
『
日
本
国
語
大

辞
典
』
〕
の
意
味
。
太
乎
記
に
も
、
巻
四
「
九
五
ノ
帝
位
」
、
巻
廿
「
九
五
之
聖
位
」
、
巻
廿
「
九

五
ノ
天
位
」
、
巻
廿
五
「
九
五
ノ
位
」
な
ど
の
用
例
が
あ
る
。
〈
再
三
篇
〉
巻
三
十
に
も
「
直
徴

●.

ノヘ

日
・
:
」
と
い
う
墨
書
貼
紙
が
あ
る
。
福
田
は
こ
の
よ
う
に
「
先
生
家
ノ
蔵
本
」
を
慎
重
に
書
写

し
つ
つ
も
、
明
ら
か
な
誤
記
に
つ
い
て
は
補
訂
の
筆
を
加
え
て
い
る
。
問
題
は
傍
線
部
「
師
云
」

が
誰
を
さ
す
の
か
で
あ
る
。
こ
れ
が
貞
幹
を
指
す
と
す
れ
ば
、
一
通
り
の
講
説
は
な
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
。
し
か
し
、
大
橋
家
本
に
す
で
に
「
師
云
:
こ
と
い
う
記
述
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
。
そ
の
場
合
「
師
」
は
貞
幹
と
は
別
人
で
あ
る
。

一
義
貞
ハ
播
磨
ヲ
玉
ヒ
テ
ン
グ
リ

高
氏
ノ
禍
ヲ
義
貞
へ
中
達
ヲ
シ
タ
ル
ナ
リ
。
孫
子
が

智
信
仁
勇
厳
卜
云
テ
置
タ
レ
ド
モ
、
義
貞
ハ
勇
が
有
テ
智
ガ
ナ
キ
也
。

口
伝
太
公
望
モ
智
ノ
一
字
ヲ
大
事
二
仕
タ
ル
也
。
由
断
ヲ
バ
ス
マ
ジ
キ
ナ
リ
。

師
ノ
異
見
ナ
リ
。
(
「
口
伝
」
以
下
朱
筆
)

右
は
〈
再
三
篇
〉
巻
十
二
の
項
目
で
あ
る
が
、
こ
の
朱
筆
が
福
田
の
手
に
な
る
も
の
と
す
れ

ば
、
「
師
」
は
貞
幹
で
あ
る
が
確
定
は
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
に
講
説
の
筆
録
の
可
能
性
を
も
つ
部
分
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
「
臨
書
」
「
草

臨
≒
饗
揚
」
(
饗
揚
に
は
透
き
写
し
の
意
味
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
臨
書
・
卒
臨
と
同
意
で
あ
ろ
う
)
「
模

写
」
「
臨
写
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
伝
授
の
実
態
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
中

核
は
、
師
大
橋
貞
幹
所
蔵
本
の
書
写
で
あ
る
。
師
の
講
説
に
対
し
、
弟
子
が
聞
書
ノ
ー
ト
を
作

成
す
る
と
い
う
構
図
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
文
政
七
年
十
二
月
に
は
「
右
再
三
篇
自
一
至
十
全
・

伝
授
一
畢
」
と
、
再
三
篇
ま
で
の
伝
授
が
完
了
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
再
篇
・
再
三
篇
の
伝
授
・

書
写
は
各
冊
ご
と
に
同
時
進
行
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
猶
重
々
口
訣
追
而
可
二
相
伝
一
者

也
」
と
あ
る
が
、
は
た
し
て
ど
の
程
度
の
口
訣
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

と
も
あ
れ
、
こ
う
し
て
巻
十
ま
で
の
伝
授
が
完
了
し
、
巻
十
一
以
降
に
移
る
が
、
文
政
九
年

か
ら
十
二
年
ま
で
の
貞
幹
塾
居
期
間
、
伝
授
は
中
断
し
、
天
保
元
年
あ
た
り
か
ら
再
開
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
文
政
八
年
の
動
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
〈
再
三
篇
〉
十
五
之
巻
ま
で
は
一
面
十

行
書
写
、
十
六
之
巻
以
降
は
十
一
行
書
写
と
変
化
し
て
お
り
、
十
五
巻
ま
で
は
書
写
を
進
め
て

い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

巻
十
一
以
降
は
巻
廿
五
巻
未
に
伝
授
奥
書
が
あ
る
の
み
で
、
各
冊
ご
と
の
奥
書
が
な
く
、
ど

の
よ
う
に
進
行
し
た
の
か
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
十
三
・
十
四
・
十
五
や
他
の
一
部
の
巻

の
あ
り
方
か
ら
、
巻
十
ま
で
の
〈
再
三
篇
〉
と
同
様
、
福
田
の
手
元
に
は
初
篇
・
再
篇
(
外
題

の
表
示
で
は
再
篇
・
再
三
篇
)
両
方
の
書
冊
が
あ
り
、
対
校
し
な
が
ら
書
写
を
進
め
て
い
っ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
再
三
篇
〉
巻
廿
五
尾
題
「
理
尽
抄
二
十
五
之
巻
口
伝
聞
書
終
」
の
直
前
に
次
の
記
事
が
あ

I
ハー

返
ノ
理
也
。
喩
バ
秀
郷
が
燃
ヲ
射
タ
ル
時
、
矢
不
い
立
、
鏃
二
唾
ヲ
塗
射
タ
レ
バ
矢
通
シ
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r陰符抄』考-『太平記秘伝理尽鈔』の口伝聞書-

如
。
矢
ヲ
射
所
迄
ハ
書
ノ
表
二
見
ユ
レ
ド
モ
唾
ヲ
塗
事
ハ
習
テ
可
知
コ
ト
也
。
又
唾
ヲ
塗

迄
ハ
習
テ
知
。
其
上
二
妙
有
。
其
妙
ハ
鍛
錬
シ
テ
知
コ
ト
也
。
心
ヲ
細
カ
ニ
不
乙
ご
付
大
キ

成
惑
ヒ
可
い
有
。
又
書
ノ
儘
用
ン
ハ
、
柱
(
注
一
琴
柱
)
ニ
膠
シ
タ
ル
如
也
卜
良
将
ノ
申
セ

シ
ハ
理
也
。
是
ヨ
リ
未
猶
々
工
夫
有
事
多
キ
也
。

前
節
に
述
べ
た
よ
う
に
、
巻
十
一
か
ら
廿
五
ま
で
は
一
部
の
巻
を
除
い
て
、
初
篇
・
再
篇
の

全
貌
が
示
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
面
が
あ
る
が
、
こ
の
形
を
も
っ
て
初
篇
を
含
む
と
こ
ろ

の
再
篇
(
外
題
〈
再
三
篇
〉
)
を
示
し
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

巻
廿
五
の
一
年
後
、
天
保
三
年
五
月
に
は
、
巻
廿
六
以
降
四
十
ま
で
の
伝
授
を
終
え
、
引
き

続
い
て
の
『
恩
地
聞
書
』
の
伝
授
を
も
っ
て
全
て
が
完
了
す
る
。

以
上
、
金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』
は
、
口
伝
聞
書
そ
の
も
の
に
即
し
て
の
記
録
で
あ
り
、
『
理
尽

鈔
』
「
三
段
ノ
伝
授
」
の
実
態
を
知
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
沢
大
本
の
伝

授
に
は
変
則
的
と
思
わ
れ
る
而
も
多
く
、
こ
れ
が
『
理
尽
鈔
』
伝
授
の
一
般
的
な
姿
で
は
な
い

と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た
い
。

三
、
『
陰
符
抄
』
の
生
成

金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』
は
、
上
述
の
よ
う
に
文
政
六
年
か
ら
天
保
三
年
に
か
け
て
の
書
写
に

よ
る
も
の
で
、
一
部
に
書
写
者
福
田
の
補
記
や
貼
紙
も
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
部
分
は
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
成
り
立
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

左
に
前
引
の
大
橋
貞
篤
提
出
「
先
祖
由
緒
帳
」
を
主
な
資
料
と
し
て
、
大
橋
家
の
系
譜
を
略

記
し
て
お
く
。

①
新
左
衛
門
〔
「
実
名
相
知
不
中
候
」
と
注
記
あ
り
。
生
国
越
後
。
上
杉
謙
信
、
景
虎
に
仕
え
、
浪
人
。

慶
長
十
五
年
(
ヱ
ハ
ー
〇
)
本
多
政
重
に
出
仕
。
寛
永
十
二
年
(
一
六
三
五
)
病
死
〕
。

注
一
『
陰
符
抄
』
初
編
一
に
「
大
橋
全
可
師
ノ
父
東
膳
ノ
助
」
。
『
陣
宝
抄
聞
1

』
巻
二
に
も
「
予

が
父
大
橋
東
膳
介
、
謙
信
ノ
従
兵
ニ
テ
マ
ノ
ア
タ
リ
河
中
島
ノ
合
戦
ヲ
見
タ
ル
コ
ト
ト
テ
物
語

申
ケ
ル
ハ
」
と
あ
り
。

②
新
丞
貞
清
〔
慶
長
十
七
年
政
重
に
出
仕
。
慶
安
二
年
(
ニ
八
四
九
)
二
世
安
房
守
政
長
に
出
仕
。

*
1
こ
の
年
以
降
、
某
年
『
孫
子
陣
宝
鈔
』
編
著
。
*
2
慶
安
四
年
『
太
平
記
理
尽
図
経
』
編
著
。

*
3
明
暦
二
年
(
一
六
五
六
)
前
田
貞
里
に
『
理
尽
鈔
』
伝
授
。
明
暦
四
年
隠
居
、
全
可
と
名
乗
る
。

*
4
寛
文
四
年
二
六
六
四
)
娘
婿
井
村
源
太
夫
に
『
理
尽
図
経
』
伝
授
。
*
5
寛
文
九
年
『
理
尽

鈔
』
に
関
す
る
「
覚
」
提
出
。
寛
文
十
二
年
(
ニ
八
七
二
)
病
死
〕

注
一
*
1
金
沢
大
附
図
蔵
『
孫
子
陣
宝
鈔
』
序
文
、
*
2
・
4
石
川
県
立
博
物
館
蔵
『
図
経
』

蹟
・
奥
書
、
*
3
尊
経
閣
文
庫
蔵
大
橋
本
『
理
尽
鈔
』
奥
書
、
*
5
金
沢
市
立
玉
川
図
書
館
蔵

「
万
覚
書
」
の
内

③
新
丞
貞
真
〔
*
元
禄
七
年
(
ニ
八
九
四
)
『
孫
子
陣
宝
鈔
』
加
証
奥
書
。
正
徳
二
年
二
七
一
二
)
病

死
〕
注
一
*
金
沢
大
学
附
属
図
書
館
本
。
な
お
、
「
由
緒
帳
」
は
「
貞
実
」
に
つ
く
る
が
、
こ
の
奥
書

署
名
・
印
は
「
貞
真
」
と
す
る
。

④
新
左
衛
門
貞
則
〔
享
保
十
八
年
(
一
七
三
二
)
病
死
〕

⑤
新
丞
貞
久
〔
宝
暦
九
年
(
一
七
五
九
)
病
死
〕

⑥
善
左
ヱ
門
貞
忠
(
井
村
源
太
夫
*
1
二
男
。
宝
暦
九
年
未
期
婿
養
子
。
*
2
寛
政
三
年
二
七
九
一
)

「
楠
流
軍
学
指
南
仕
候

大
橋
善
左
衛
門
」
文
化
五
年
(
一
八
〇
八
)
病
死
〕

注
一
*
1
こ
の
「
源
太
夫
」
は
寛
文
四
年
に
登
場
の
源
太
夫
の
息
子
か
。
「
由
緒
帳
」
に
は
「
宝

暦
九
年
七
月
、
母
方
を
ば
婿
大
橋
新
丞
、
未
期
婿
養
子
相
願
」
と
あ
る
。
*
2
玉
川
図
書
館
蔵

『
文
武
師
範
人
紙
面
写
等
』
の
内
。

⑦
新
丞
貞
幹
〔
嘉
永
五
年
(
一
八
五
二
)
病
死
〕

⑧
新
左
衛
門
貞
明
〔
安
政
四
年
(
一
八
五
七
)
病
死
〕

⑨
作
太
郎
貞
固
〔
慶
応
元
年
(
一
八
六
五
)
病
死
〕

⑩
豊
次
郎
貞
篤
〔
貞
固
の
弟
。
末
期
養
子
〕

大
橋
家
の
兵
学
形
成
に
お
い
て
最
も
重
要
な
人
物
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
②
貞
清
(
全
可
)

で
あ
る
。
『
陰
符
抄
』
に
お
い
て
も
全
可
の
所
説
が
基
盤
に
あ
る
も
の
と
推
定
で
き
る
。

㈲
全
可
の
筆
録
(
と
い
う
体
裁
を
と
る
詞
章
)

〈
初
篇
〉
巻
四

一
青
が
呉
ヲ
諌
シ
忠
臣
也
-
臣
タ
ル
者
ノ
主
ヲ
諌
ン
ト
ス
ル
、
十
ノ
物
ガ
ニ
ツ
ナ
ラ
デ
ハ

用
二
立
ヌ
物
也
。
(
中
略
)
噺
癩
月
収
、
或
所
ノ
野
ニ
、
ヨ
ク
化
シ
テ
人
ヲ
迷
ス
狐
ア
リ
。

(
中
略
一
酒
に
酔
て
帰
る
途
中
、
息
子
に
化
け
た
狐
に
瑞
さ
れ
た
里
人
が
、
後
日
、
迎
え
に
出

た
本
物
の
息
子
を
狐
と
思
い
、
刺
し
殺
し
て
し
ま
っ
た
)
是
ヲ
以
テ
見
レ
バ
化
物
ノ
狐
八
一

生
ノ
内
、
難
ナ
ク
人
ヲ
タ
ラ
シ
テ
栄
也
。
太
宰
語
が
如
シ
。
本
ノ
子
ハ
打
切
ラ
レ
テ
災

難
ニ
ア
フ
。
是
伍
子
青
ニ
タ
ト
ヘ
ル
也
。
此
故
二
人
ハ
主
君
ノ
善
ナ
ル
ニ
事
レ
バ
、
名

ヲ
天
下
二
顕
シ
、
栄
名
ヲ
子
孫
二
残
ス
。
悪
主
二
事
レ
バ
、
名
ヲ
顕
ン
ト
ス
レ
バ
災
ヲ

受
、
災
ヲ
不
受
ト
ス
レ
バ
無
名
。
可
悲
コ
ト
也
。

〈
再
三
篇
〉
巻
廿
五

一
舎
兄
ノ
頼
ト
モ
実
モ
ト
宣
シ
ト
也
。
故
正
成
此
事
ヲ
信
服
-
頼
朝
・
正
成
等
、
戦
法
二

於
テ
ハ
義
経
ヲ
師
ト
セ
リ
。
(
後
略
)

重
公
、
陽
翁
師
卜
ヽ
論
多
卜
云
ド
モ
広
成
ル
故
二
略

。
…

〈
再
三
篇
〉
巻
柑
四

一
然
ル
ヲ
今
度
ノ
戦
二
一
度
モ
不
残
捨
シ
ト
ニ
ヤ
ー
(
中
略
)
益
テ
軍
陣
ノ
雑
具
ハ
物
ノ

七
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今 井 正之助

不
い
入
ヲ
以
第
一
ノ
要
ト
ス
ル
也
。

大
夢

こ

一

重
)
関
ケ
原
ニ
テ
ノ
御

酉
ハ
中
折
紙
也
。

〈
再
三
篇
〉
巻
揖
五
吝
昭

一
ヤ
ヲ
レ
源
太
ソ
レ
ハ
法
師
ノ
所
為
ゾ
。
弓
矢
取
者
ハ
ー
・
:

政
重
公
日
　
　
近
時

家
康
公
モ
鶏
合
・
イ
ン
ヂ
打
・
相
撲
・
碁
・
鷹
野
等
常
ノ
御

遊
也
ト
ー
丿
。
又
三
年
二
I
度
宛
ノ
御
上
洛
ノ
御
遺
言
有
。

こ
れ
ら
の
情
報
は
、
陽
翁
や
政
重
の
側
近
く
に
あ
っ
て
、
そ
の
言
行
を
目
の
当
た
り
に
し
た

者
に
発
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
見
聞
を
全
可
が
直
接
書
き
記
し
た
と
は
限
ら
な
い
の
で

あ
る
が
、
全
可
の
筆
録
を
思
わ
せ
る
ス
タ
イ
ル
を
と
っ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
た
い
。

㈲
全
可
の
所
説
の
聞
書
、
著
述
の
引
用

〈
初
篇
〉
巻
十

一
備
ノ
間
ノ
遠
近
ノ
コ
ト
ハ
在
口
伝
~
勢
ノ
多
少
ト
地
ノ
形
相
二
依
ル
コ
ト
ゾ
。
・
:

可
細
雨
即
、
備
ノ
間
ノ
コ
ト
所
々
ニ
出
タ
リ
ト
云
ト
モ
足
卜
息
ト
ヲ
以
テ
ス
ト
ア

リ
。
…
(
字
下
げ
部
分
は
未
書
)

〈
再
三
篇
〉
巻
八

一
城
ノ
落
マ
ジ
カ
リ
ケ
ル
ヲ
ー
初
篇
ノ
通
也
。
o
(
こ
の
o
は
未
書
)

可
頻
印
、
「
気
ヲ
見
ル
ト
云
コ
ト
世
間
ニ
ア
リ
。
陰
陽
師
ナ
ド
ノ
云
コ
ト
ニ
テ
、

タ
シ
カ
ナ
ル
コ
ト
ハ
無
シ
。
シ
カ
シ
、
無
ト
云
モ
又
悪
シ
。
有
ト
立
テ
衆
軍
ヲ

イ
サ
メ
ヨ
。
只
可
考
見
ハ
味
方
ノ
人
気
が
第
一
也
。
敵
ノ
気
ヨ
リ
モ
味
方
ノ
気

ガ
大
コ
ト
カ
ル
ベ
シ
。
大
形
極
意
カ
ト
ナ
リ
。
尤
予
(
注
一
全
可
)
が
思
量
マ
デ

マ
デ
(
桁
字
か
?
)
モ
ナ
シ
。
先
師
(
注
一
陽
翁
)
ノ
説
所
ノ
軍
利
ニ
テ
、
味
方

I

ノ
気
ヲ
知
レ
バ
、
敵
気
ハ
尚
知
り
易
キ
者
力
」
ト
也
。

〈
再
三
篇
〉
巻
十
四

〇
一
其
上
子
ニ
テ
候
多
門
次
郎
-
正
成
云
ブ
ン
真
実
ナ
ル
コ
ト
ド
モ
也
。

刄
献
書
内
瀕

丿

前
二
後
ロ
メ
タ
キ
ト
ア
ル
(
「
申
」
紺
字
傍
記
)
ニ
付
テ
如
是
ナ
リ
。
(
「
此
」
紺

字
傍
記
)
結
句
ナ
リ
。
正
成
神
ヲ
正
直
ヲ
シ
ル
ベ
シ
。
(
紺
筆
傍
線
原
文
)

「
可
命
」
「
可
全
」
は
全
可
に
同
じ
と
理
解
し
て
の
上
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
㈲
と
は
異
な
り
、

全
可
の
講
説
の
聞
書
、
全
可
の
著
述
か
ら
の
引
用
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
叙
述
で
あ
る
。
こ

う
し
た
記
述
が
あ
る
以
上
、
『
陰
符
抄
』
の
著
作
と
し
て
の
成
立
は
、
全
可
よ
り
後
の
世
代
に
な
っ

て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
点
を
考
え
る
上
で
注
意
さ
れ
る
の
が
、
〈
初
篇
〉
第
一
冊
第
一
紙
(
第
二

紙
か
ら
本
文
)
裏
に
あ
る
、
次
の
書
き
込
み
で
あ
る
。

八

先
生
貞
則
日
、
先
師
毎
座
談
席
ノ
訓
二
日
/
当
流
ノ
大
旨
、
心
法
伝
授
ノ
要
也
。
言
ヲ
以

テ
非
伝
、
書
ヲ
以
テ
非
伝
。
/
夫
兵
抄
ハ
皆
正
成
・
正
行
・
正
儀
ノ
行
ヲ
顕
シ
タ
ル
書
也
。

然
レ
バ
直
二
行
ヲ
/
教
ル
ノ
道
也
、
行
ハ
是
心
法
也
。
自
得
ノ
上
加
二
工
夫
一
、
能
可
二
思

量
・
。
抄
ヲ
/
友
卜
思
ヒ
、
文
ヲ
師
ト
尊
信
シ
テ
勿
二
解
1

一
。
専
武
ノ
慮
ナ
リ
。
尚
可
し
受
二
/

口
受
一
。

右
の
書
き
込
み
は
一
体
誰
の
文
章
で
あ
ろ
う
か
。
貞
幹
が
、
貞
則
の
談
話
を
直
接
耳
に
し
た

可
能
性
は
両
者
の
没
年
か
ら
考
え
て
ま
す
あ
り
え
な
い
。
貞
忠
も
文
化
五
年
に
何
歳
で
死
去
し

た
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
仮
に
八
十
歳
と
し
て
、
貞
則
の
没
し
た
享
保
十
八
年
に
は
五
歳
。
と

な
れ
ば
、
貞
則
男
貞
久
あ
た
り
が
記
主
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
記
事
の
書
か
れ
て
い
る

場
所
に
注
意
し
た
い
。
貞
久
が
『
陰
符
抄
』
を
ま
と
め
た
の
な
ら
ば
、
こ
の
内
容
は
、
次
丁
表

か
ら
「
夫
当
流
ノ
起
元
ハ
則
チ
楠
正
成
・
正
行
・
正
儀
三
代
ノ
軍
術
タ
リ
。
此
時
代
太
平
記
ノ

時
世
ニ
ア
タ
ル
也
。
仍
テ
楠
家
二
取
行
軍
術
ハ
勿
論
、
他
家
ノ
軍
配
モ
コ
ト
/
＼
ク
抄
ニ
ア
ゲ

タ
ル
ナ
リ
。
・
:
」
と
始
ま
る
序
説
的
記
述
の
中
に
織
り
込
ん
で
し
か
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
か
。

こ
う
し
た
余
白
に
書
き
込
み
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
貞
久
の
段
階
で
は
す
で
に
本
文
は

完
成
し
て
お
り
、
現
存
の
形
態
を
と
っ
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。

ち
な
み
に
「
先
師
」
の
教
訓
と
ほ
ぼ
同
一
の
文
言
が
〈
再
三
篇
〉
巻
一
に
存
在
す
る
。

一
当
流
ノ
大
旨
ハ
心
法
伝
授
也
。
言
語
ヲ
以
テ
非
伝
、
書
文
ヲ
以
テ
伝
ル
ニ
非
ズ
。
正
成
・

正
行
・
正
儀
ノ
行
ヲ
伝
ル
也
。
書
ヲ
友
ト
シ
、
其
文
理
ヲ
師
卜
思
ヒ
、
亦
ハ
明
鏡
卜
思

テ
、
吾
方
形
ヲ
ウ
ツ
シ
テ
悪
行
悪
心
ヲ
直
ニ
ス
ベ
キ
コ
ト
也
。

貞
則
が
「
先
師
」
と
呼
び
う
る
の
は
、
陽
翁
、
全
可
、
貞
真
の
三
人
で
あ
り
、
陽
翁
・
全
可

は
そ
れ
ぞ
れ
「
陽
翁
(
陽
翁
師
)
」
「
全
可
(
全
可
師
)
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
「
先
師
」
は
貞
真

で
あ
り
、
『
陰
符
抄
』
も
貞
真
の
編
集
に
な
る
可
能
性
が
高
い
。

た
だ
し
、
次
の
記
述
を
ど
の
よ
う
に
み
る
か
。
〈
初
篇
〉
巻
三
に

中
州
信
ハ
戦
場
へ
長
持
岳
銀
入
ア
持
ン
也
此
事
白

丿
郎
能
見
聞
シ
テ
申
伝
也
。

と
い
う
一
節
が
あ
る
。
『
陰
符
抄
』
が
貞
真
の
編
集
に
な
る
と
し
た
場
合
、
祖
父
を
波
線
部
の
よ

う
に
記
す
の
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。
し
か
し
、
大
橋
家
の
兵
学
は
全
可
に
始
ま
る
、
と
い

う
意
識
か
ら
す
れ
ば
こ
う
し
た
記
述
は
あ
り
得
な
い
こ
と
で
は
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、
金
沢
大
本
『
陰
符
抄
』
の
素
描
に
終
始
し
た
。
そ
の
多
く
は
大
橋
家
本
も
し
く
は
本

多
家
本
が
出
現
す
れ
ば
明
瞭
に
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
『
陰
符
抄
』
を
利
用
す
る
上

で
留
意
す
べ
き
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
っ
と
め
た
。
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『陰符抄』考-『太平記秘伝理尽鈔』の口伝聞書-

本
書
は
『
理
尽
鈔
』
の
い
わ
ゆ
る
「
三
段
ノ
伝
授
」
を
裏
付
け
る
資
料
で
あ
り
、
巻
一
か
ら

十
は
初
篇
・
再
篇
・
再
三
篇
に
、
巻
十
一
か
ら
廿
五
は
初
篇
・
再
篇
に
、
巻
廿
六
か
ら
四
十
は

初
篇
に
そ
れ
ぞ
れ
分
か
た
れ
る
。
た
だ
し
、
金
沢
大
本
は
巻
一
か
ら
十
の
再
篇
・
再
三
篇
を
併

せ
て
書
写
し
、
外
題
を
再
三
篇
一

千
十
)
と
す
る
。
さ
ら
に
、
巻
十
一
か
ら
廿
五
の
初
篇
・

再
篇
も
一
括
し
(
丁
寧
に
併
記
し
た
巻
と
略
記
し
た
と
思
わ
れ
る
巻
が
あ
る
)
、
外
題
を
再
三
篇

十
一

~
廿
五
)
と
す
る
。
巻
廿
六
以
降
は
一
返
の
講
読
の
み
で
あ
り
、
そ
の
意
味
か
ら
す
れ

ば
「
初
篇
」
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
る
が
、
外
題
は
再
三
篇
廿
六
(
～
四
十
)
と
あ
る
。
初
篇
・
再

篇
・
再
三
篇
の
本
文
を
仕
分
け
る
こ
と
は
現
状
で
は
困
難
で
あ
り
、
外
題
に
よ
っ
て
、
『
陰
符
抄
』

初
篇
巻
一

~
十
)
、
『
陰
符
抄
』
再
三
篇
巻
一

丁
四
十
)
と
呼
ぶ
の
が
実
際
的
で
あ
る
。

ま
た
、
本
書
の
「
伝
授
」
は
『
陰
符
抄
』
の
書
写
が
中
核
を
な
し
て
お
り
、
『
理
尽
鈔
』
本
来

の
伝
授
の
あ
り
方
は
ま
た
別
に
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
本
書
の
成
立
時
期
・
編
者
に
つ
い
て
も
、

引
用
資
料
等
の
手
が
か
り
か
ら
、
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
。

九
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